
【対象薬剤】
・アクトス
（ピオグリタゾン）

・ソニアス
（+SU剤）

・メタクト
（+ビグアナイド薬）

・リオベル
（+DDP-4阻害剤）

【服用に関する注意点】
・体重が増加しやすい傾向にあるので食事療法をきちんと
することがまずは大切です。
・体内に水分がたまりやすいため、心不全・浮腫の出現に
は注意が必要です。むくみ等に気が付いた場合は医師に相
談して下さい。
・膀胱がん治療中の方や膀胱がんの既往がある方は服用に
注意が必要です。

2020年11月号 減塩シリーズ①

高血圧は放っておくと、心臓に負担をかけ、血管の老化が
早まり、硬く脆くなります。
結果、動脈硬化が進み脳卒中、心筋梗塞、慢性腎臓病
（ＣＫＤ）などにつながります。

高血圧の場合に推奨される１日あたりの塩分量は６ｇ未満
です。
ラーメンをお汁まで飲み干すと、１食で１日の推奨塩分量
を超えてしまいます。

（参考文献、引用画像：ヘルシーネットワーク ナビ https://www.healthynetwork.co.jp/navi/）

チアゾリジン

糖尿病薬シリーズ⑦ チアゾリジン薬

【特徴】
・インスリンの分泌量は変えずに、インスリンの相対的な
作用を高めて血糖値を下げる（インスリンの抵抗性を改
善する）というもの。糖は主に筋肉や肝臓から取り込ま
れたり放出されたりしますが、その取り組みを促進する
のがインスリン、それを援護するのがチアゾリジン薬と
いう関係です。

・インスリン分泌を刺激する働きがないため、単独では低
血糖が起きにくいとされています。

糖尿病は食べ
てはいけない
ものはありま
せんが、好き
なものを好き
なだけ食べる
とやはり体を
壊してしまい
ます。

塩分量を減ら
すことは合併
症予防に繋が
ります。
塩分の多い物
は「食べる回
数を減らす」
から始めてみ
ませんか？


